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平成29年第３回定例町議会は、９月１日から２２日までの２２日間開催されました。

2017.112

第３回定例議会報告

平成28年度吉富町 決算認定される
認
定

＜平成２８年度吉富町一般会計歳入歳出決算の認定について主な討論内容＞

反対
山本議員：山王団地から別府団地及び役場庁舎増改築等などの建設、道路新設や拡張工事など、大型予算が短

期に集中されている。財源の見直しは勿論、議会の附帯決議さえ尊重されなかった。近年同じかた
ちで行われている基金繰入金の補てんがされ、実際は１億３,７３７万６千円の赤字であった。特
定基金を切り崩して使い、普通預金である財政調整基金への繰り入れを繰り返し、収支を良く見せ
るかのような行為を続けることに、子や孫たちに責任を持つ立場として、到底認めることはできな
い。

岸本議員：国民を二分して評価がされている自衛隊関連予算の執行及び別府住宅の建設には、公営住宅として
疑問視する声があり、適切なものにすべきです。また、学力テストの予算執行は許されません。以
上３つの理由で反対します。あわせて、不用額の大きさに関して、計画の精査と適切な減額補正を
行うべきとの意見を述べます。

是石議員：不用額処理については、年度途中で補正処理すべきと考えます。また、多額の不用額を財調に留め
措いています。目的基金の使用については、目的・趣旨を考えて慎重にあるべきと考えます。よっ
て、反対します。

賛成
梅津議員：平成28年度一般会計予算案に対し賛成討論をし、今回の9月決算議会において審議に臨みました。

執行部の各担当課の説明を理解、評価し、賛成します。

一 般 会 計	 歳入	 ３５億２,４４９万５,４３０円
	 歳出	 ３２億２,７８５万５,４３０円
	 差引残額	 　２億９,６６４万円
	 繰越明許費	 　　　７,４６２万５,０００円
	 基金繰入金	 　１億２,０００万円
	 単年度実質収支額	 ▲１億３,７３７万６,０００円
◉平成２８年度吉富町一般会計歳入歳出決算の認定について
（下記にて討論内容記載）
◉平成２８年度吉富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
（討論　反対：岸本議員　賛成：山本議員）
◉平成２８年度吉富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
（討論　反対：岸本議員）
◉平成２８年度吉富町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定について
（討論　賛成：山本議員）
◉平成２８年度吉富町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
◉平成２８年度吉富町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
（討論　反対：岸本議員）
☆上記、６会計は、平成２８年度の一般会計、特別会計及び企業会計の決算について、監査委員の意見を付け
て、議会の認定に付すものです。　全て認定

賛成６：反対３

◉平成２８年度吉富町健全化判断比率の報告について
◉平成２８年度吉富町公共下水道事業特別会計資金不足比率の報告について
◉平成２８年度吉富町水道事業会計資金不足比率の報告について
・以上の報告は、平成28年度決算に基づく健全化判断比率及び公営企業決算に基づく資金不足比率に
ついて、監査委員の意見を付けて、議会に報告された。
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平成２９年度吉富町一般会計補正予算（第３号）について

☆この予算案には、当初漁村センター下水道接続工事費と併せて、漁村センター敷地内に多目的トイ
レを設置する予算（１,４００万円）が含まれていましたが、山本議員、是石議員から多目的トイレ
設置工事費を減額する修正案が提出されました。

＜主な討論内容＞

可
決

原案賛成
太田議員：内部障害者、子供連れなどの多様な人が使用可能になり、ユニバーサルトイレとしての機能が十分

に果たせ、社会参加を目指す人たちのためにも設置に逆行するのではなく、順行し一日も早い、議
会議員としての役目と考え原案に賛成します。

横川議員：この施設は、福祉の町吉富町、人にやさしい町づくりの観点から誰でも使用できる施設となり、吉
富町の福祉政策を内外に発信できる、シンボリックなものです。維持管理は、共助・公助での取り
組みでカバーはできると思います。補完的な管理方式として、町内にある身障者施設等に協力をい
ただければ、これも福祉事業の意味合いとなります。トイレの維持管理は、大変難しい点が多々
ありますが、議会、執行部が共助で取り組むことが重要であり、その点を強く訴え原案に賛成しま
す。

梅津議員：住民基本台帳システム改修で、マイナンバーの旧姓併記の事業費が上がっています。旧姓併記を望む、
女性のニーズにあったものだと理解しています。また、道路橋梁費の中には、かねてから住民の方から
危険を指摘されていました、直江のＪＲ高架下の工事が上がっています。（原案に賛成します。）

	 他の賛成議員と同様の意見をもって、修正案に反対します。

修正案賛成
是石議員：防災拠点の指定された場所に多目的トイレを設

置すべきではない。さらに、目的基金の使用の
趣旨に沿わない使用はもっと慎重にあるべきと
思います。よって修正案に賛成です。

岸本議員：負担ともなり得る作業を伴う管理をどう担うの
かについて、地元関係者との間で合意が得られ
ていない。よって、修正案賛成です。

修正案賛成（修正部分を除く原案反対）
山本議員：多目的トイレの財源は、漁業振興基金から全額

負担であり、目的基金の使途として間違っていると思われる。説明では、障害者福祉の一環の町と
しての整備の必要を強くうったえているが、それであれば尚更、基金の使途とは違い、福祉基金や
交付金など補助メニュー、他の財源を活用すべきである。また、設置後の管理について地元との調
整が出来ていないなど不備が多い。先ずは、現センターのトイレ改修や好意により町が設置して使
えている、古表神社の野外トイレに多機能化改修を協議して行うべきと、原案に反対します。

	 歳入歳出予算の追加	 ９,６３０万９千円
	 歳入歳出予算の総額	 ４１億４,３２６万６千円
	 歳入の主なもの	 国庫補助金	 ４０８万５千円
	 	 県補助金	 ２９１万１千円
	 	 繰越金	 ５,５５３万円
	 歳出の主なもの	 不動産鑑定委託料及び測量等業務委託料
	 	 （こどもの森駐車場用地購入に伴う）	 ７９万円
	 	 漁村センター下水道接続工事費	 ３００万円
	 	 道路新設改良工事費	 ２,６７８万４千円
	 	 用排水路改良工事費	 ８２７万８千円

賛成５：反対４（修正案 可決）

漁村センター
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平成２９年度吉富町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）について

専決処分の報告について（吉富小学校ＩＣＴ環境整備機器売買契約変更）

職員の育児休業等に関する条例の制定について

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

吉富町営住宅条例の一部を改正する条例の制定について

専決処分の承認を求めることについて
（平成２９年度吉富町一般会計補正予算（専決第１号））

平成２９年度吉富町水道事業会計補正予算（第２号）について

受益者負担金の口座振替依頼業務委託事業を平成３０年度から実施するにあたり、本年度中に業務委
託契約を締結するため（期間平成２９年度から平成３０年度まで）限度額３万３千円の債務負担行為
を定めるもの。

吉富小学校ＩＣＴ環境整備機器売買契約変更について、平成２９年７月２４日付けで、専決処分をし
たので、議会に報告する。
契約金額　変更前　２,０６８万７,４００円　⇒　変更後　２,２６６万７,０４０円

仕事と育児の両立を支援するため、地方公務員の育児休業等に関する法律の規定に基づ
き、現行の職員の育児休業等に関する条例の全部改正。
（討論　賛成：梅津議員）

前議案の全部改正に伴い、職員の勤務時間、休暇等について規定するための条例改正。

公営住宅法施行令、施行規則の一部を改正する政令及省令が、平成２９年７月２６日に
施行され、当該施行令及び施行規則を引用している条項にずれが生じたための条例の一部改正。

７月５日の九州北部豪雨により、甚大な被害が発生した市町村へ、一日も早く見舞金を送るため、
平成２９年７月１８日付けで補正予算を専決処分した。
東峰村　１００万円　　朝倉市　５０万円　　添田町　２０万円

	 補正予算の主なもの	 収益的支出　一時借入金利息	 ３３万２千円
	 	 資本的収入　出資金	 ５０万円
	 	 資本的支出　元利償還金	 ８０万円
	 債務負担行為	 水道料金の口座振替依頼業務を平成３０年度から実施するにあたり、本

年度中に業務委託契約を締結するため（期間平成２９年度から平成３０
年度まで）限度額７０万円の債務負担行為を定めるものであります。

平成２９年度吉富町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について
	 歳入歳出予算の追加	 ２,６１５万４千円
	 歳入歳出予算の総額	 １０億５,２８１万７千円

	 歳出の主なもの	 国庫支出金等返納金	 ２,５８３万円
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工事請負契約の締結について
（平成２９年度農業農村整備事業（農地耕作条件改善事業）界木地区ほ場
　整備工事）
平成２９年８月３０日に入札会を行い、株式会社高牟礼建設吉富支店が落札し、契約相手予定者に決定した
ので、条例の定めるところにより、議会の議決を求めるもの。
（討論　賛成：岸本議員　梅津議員）

決算特別委員会設置に関する決議
平成２８年度一般会計歳入歳出決算に対し、議長発議により決議案が提出された。

議会報告会の実施について
議会報告会を実施するにあたり、議会の議決を求めるもの。

議員派遣の件
議会報告会を実施するにあたり、議員を派遣することについて議会の議決を求めるもの。

道路整備事業の補助率等の嵩上げ措置の継続に関する意見書
道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律の継続を求めるための意見書を
提出するもの。

吉富漁港の浚渫を求める決議
〔決議文〕

平成２９年7月5日の北部九州豪雨により吉
富漁港からの航路に土砂が溜まり船舶の通
行に支障が出ている状態である。
町は町民共有の動線である航路の浚渫を速
やかに行う様に求める事を決議する。

工事請負契約の締結について
（平成２９年度公共下水道事業土屋地区面整備管渠（第１工区）築造工事）
平成２９年８月３０日に入札会を行い、大浜建設工業株式会社が落札し、契約相手予定者に決定したので、
条例の定めるところにより、議会の議決を求めるもの。
（討論　賛成：岸本議員）

　追加提案分

　議員提案分
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＜主な討論内容＞

反対
岸本議員：限られた国の財源をどう使うかという問題があります。高規格道路は、一定整備されていると認識し

ており、生活道路こそ優先すべきと考えますので、反対します。

可
決

航路浚渫のようす（中津市側）
（討論　賛成：山本議員）
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議案第41号 平成28年度吉富町一般会計歳入歳出決算の認定について 認
定 ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 議

長 6 3

議案第42号 平成28年度吉富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

長 8 1

議案第43号 平成28年度吉富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

長 8 1

議案第46号 平成28年度吉富町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

長 8 1

議案第47号

平成29年度吉富町一般会計補正予算（第3号）について（修正案を除く
原案）

可
決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 議

長 7 2

平成29年度吉富町一般会計補正予算（第3号）に対する修正案 可
決 ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ 議

長 5 4

意見書
第２号 道路整備事業の補助率等の嵩上げ措置の継続に関する意見書 可

決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議
長 8 1

「○」…賛成　「●」…反対
「議長」…議長職のため表決に参加しない

「-」…当日、欠席等により表決に参加しない

平成２９年（９月定例会）　議案審議結果
（採決が分かれた議案を抜粋）

※職員の育児休業等に関する条例の制定について
※職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

上記２議案については、質疑、意見等なし。

※平成28年度吉富町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

質  疑 	是石委員
	 給付型奨学金について政府などで検討をしているが、現在
町は考えていないと答弁している。町独自でする事の検討
は、これからもしませんか。

答  弁 	教務課長
	 給付型の具体的な検討はする予定は今のところありませ
ん。

質  疑 	是石委員
	 申し込みする方が少ない、申し込んで実施された方がやめ
るということを聞きますが、使いづらい理由があります
か。

答  弁 	教務課長
	 辞退の理由の主なものとしては、行っている大学等をやめ
られたというようなことが大きな理由になっておりますの
で、奨学金自体の貸し付けの制度が利用しにくい、あるい
はその利用を継続するのが問題での辞退ということはあり
ません。

意  見 	是石委員
	 町のご家族、学生さんにとっても大変有意義な制度だと思
います。ぜひとも維持をして続けていただきたいと思い賛
成します。

意  見 	梅津委員
	 収入未済額もなく、きちんと決算されています。このこと

は、我が町で堅実に遂行されていると思います。今後とも
奨学金制度が引き続き健全に行われるように希望して賛成
します。

※平成29年度吉富町一般会計補正予算（第３号）について
質  疑 	是石委員
・社会資本整備総合交付金（町営住宅分）で、別府団地建設
全体の事業費の補助率はいくらですか。解体後、どのよう
な計画になるのですか。

・６戸住んでいるということですが、その方々はどういう計
画になっていますか。どのような希望をもたれているので
すか。

答  弁 	健康福祉課長
・45％です。今回の北側の部分は緑地帯として当分の間管理
する予定としています。

・来年４月には入居できるような準備をしております。新し
い団地に入りたいという話をいただいています。

質  疑 	是石委員
	 住民基本台帳システム等の改修で事務の効率が上がるので
すか。

答  弁 	住民課長
	 総務省が女性活躍の社会づくりが重要であるとし、その具
体的な取り組みとして、希望する方にマイナンバーカード
や住民票に旧姓の併記を行うことになり、旧姓併記に伴い
ます電算システム改修です。

質  疑 	梅津委員
	 マイナンバー制度で旧姓の併記がされるようになるという
ことだが、身分証明書（免許証）などで旧姓表記はないの
で、マイナンバー普及の一助にもなると思う。この啓蒙、
啓発、お知らせをどのように考えていますか。

答  弁 	住民課長
	 町広報への掲載、並びにホームページ等によるほか、国の
ほうも大々的な啓発を行って周知をするかと思います。

総務文教常任委員会経過
（岸本委員長） ９/13開催
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※平成28年度吉富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について（可決）

質  疑 	山本委員
	 高額療養費でウエイトが大きいものは何ですか。
答  弁 	健康福祉課長
	 オプシーボという、１錠８万円するような薬剤の投与によ
り、28年度は非常に伸びています。

質  疑 	太田委員
	 歳入歳出差引残額が約１億３,２３９万円あり、その内基
金の繰り入れが５,０００万円（約37％）しているが、根
拠は何ですか。６,０００万円、７,０００万円にしても良
かったのではないですか。

答  弁 	健康福祉課長
　確かに収支上では出ています。補正予算でも出てきますが、
もらい過ぎた返還金がたしか２,５００万円あります。こ
ういう財源に充てなければなりません。

意  見 	山本委員
	 国民健康保険は、県移管に関しての情報がまだ不明であり、
わかり次第早めに住民への説明を求めて賛成します。

※平成28年度吉富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について(可決)

質  疑 	山本委員
	 吉富町は保険料の徴収率が県下でトップだと聞いたが、何
か理由があるのですか。

答  弁 	健康福祉課長
　高齢者の方は保険証を持って行かないと医療機関にかかれ
ないというその意識が強く、最近では１００％を維持して
おります。

※平成28年度吉富町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の
認定について（可決）

質  疑 	山本委員
	 下水道使用料の接続済み（可能）件数は何件ですか。
答  弁 	上下水道課長
　供用開始となりました１,４４４戸に対しまして、つないで
いるのが７１６戸で、水洗化率は４９.６％です。

※平成28年度吉富町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認
定について（可決）

　質疑、意見なし

※平成29年度吉富町一般会計補正予算（第３号）について
（否決）

質  疑 	山本委員
	 漁村センターの多目的トイレ設置工事費で、漁業振興基金
を使うと説明を受けたが、漁業振興基金の使途基準（目
的）は何ですか。基金条例上の問題はないのですか。

答  弁 	産業建設課長
　漁港区域内で漁業振興、または漁民の健康福祉等に当たる
ものという考え方から今回漁村センターの敷地内、また漁
村センターにある汚水を下水道に接続するためのものです。

答  弁 	総務課長
　条例に沿った繰り入れだと思っています。
質  疑 	山本委員
	 24時間使用可能が前提の野外トイレとなるが、管理主体は
どこになり、どういう形で維持管理し、その経費はどうす
るのですか。

答  弁 	産業建設課長
　この予算の議決をいただき、地元自治会長に相談しようと
思っています。電気、上下水道料金等の経費は町のほうで
負担をするように考えています。

質  疑 	若山委員
	 聞いた範囲では、誰一人造ってほしいという人はいない。
公衆トイレ的なものになり、あとの管理もある。漁村セン
ターに下水道を接続することには大いに賛成だが、トイレ
が出来上がって相談するよりも造ろうとするときに、両自
治会長に話をして、管理体制を決めてからでも遅くないの
ではないですか。

答  弁 	産業建設課長
　公共施設については身障者対応で、公園につきましても、
今回設置しようとするものと同じものをつけています。当
然公共施設には完備すべきだと考えています。管理につい
ては、地元には大変だろうと思いますが、地元の自治会長
にはゆっくりと相談をさせていただきたいと思っています。

質  疑 	丸谷委員
	 ＪＲ高架下の道路改良は舗装ではなくコンクリート設置と
聞いたが、高さは現状よりも10ｃｍほど低くなるのですか。
作業は手掘りですか。

答  弁 	産業建設課長
　高さについては、現状のままで仕上げるようにということ
ですので、現状と変わりません。工法については、ＪＲと
協議して以降の決定になると思います。

意  見 	山本委員
	 漁村センターのトイレ設置工事は、漁業振興基金を財源と
することになっているが、基金条例の使途、目的とは相違
しているのではないかと思い、この予算に関しては賛成で
きかねるので、反対します。

意  見 	丸谷委員
	 漁村センターのトイレ工事について、管理者がはっきりし
ないのにトイレを設置することは考えられないので、反対
します。

※平成29年度吉富町国民健康保険特別会計補正予算（第２
号）について(可決)

質  疑 	山本委員
	 福岡県国民健康保険制度関係業務準備事業費補助金に関連
し、県に移管する時に町で準備するお金があるのか、今の
段階では必要ないということですか。

答  弁 	健康福祉課長
　準備金などは一切ございません。

※平成29年度吉富町公共下水道事業特別会計補正予算(第１
号)について（可決）

質  疑 	山本委員
	 口座振替率は、ほぼ１００％になっているのですか。
答  弁 	上下水道課長
　90％以上は口座振替です。新規の申し込みのときは、口座
登録をお願いしており、基本的には口座振替でしてもらう
ようにしています。

※平成29年度吉富町水道事業会計補正予算（第２号）につい
て（可決）

質  疑 	山本委員
	 給水塔（配水池）の工事に関して、小学校がすぐ近くなの
で車の出入りに気を付けてと議会でも求めていたが、その
後、問題があったような事例の報告などはありませんか。

答  弁 	上下水道課長
　交通渋滞を招いた、子供たちが危なかったというようなこ
とは一度も連絡は入っておりません。

意  見 	山本委員
	 本当に以前からよく頑張っていただき、命の源である水道
（事業）を今後とも健全に、住民のために頑張ってほしい
と思い賛成します。

福祉産業建設常任委員会経過
（横川委員長） ９/13開催
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（質問事項）
※平成28年度吉富町一般会計決算の認定について（認定）
　歳入歳出の質疑
質  疑 	山本委員
	 住民税、固定資産税など減額になった理由が聞きたい。
答  弁 	税務課長
	 町民税の個人現年課税分については、納税義務者が１９９人の
減。法人の現年課税分については、田辺三菱製薬工場、エーピー
アイコーポレーションが減額となったためです。固定資産税の現
年課税分については、田辺三菱製薬工場が39棟の建物を滅失した
ためです。

質  疑 	是石委員
	 山王団地は近傍同種に比べて高い金額だったが、高級な住宅を建
てれば、その分たくさんの金額（補助金）がもらえるのですか。

答  弁 	健康福祉課長
	 確かに高い金額を設定すれば差額をもらえるような、システムに
はなっています。

質  疑 	山本委員
	 ふるさと吉富まちづくり応援寄附金の寄附者は、町内の人です
か。今回も返礼などはしなかったのですか。

答  弁 	企画財政課長
	 ４名、５件で、皆さん、何らかの形で吉富町に縁のある町外の方
でした。返礼の品等はなく、寄附をされた方には町長名でお礼の
書状を差し上げています。

質  疑 	山本委員
	 役場庁舎増改築工事監理業務委託料では、入札が全部で３回不調
となり、２回目が不調になった時に、３,０００万円予算を追加
し、２億３,０００万円に組み替えたが、設計はやり直ししたの
ですか。

答  弁 	総務課長
	 やり直しています。
質  疑 	是石委員
	 設計者への負担にはならなかったのですか。
答  弁 	総務課長
	 最初の段階から契約ができるまでということで、当初契約してい
ます。

質  疑 	山本委員
　築上東部乗合タクシー運行は、再三議会から市民病院まで延伸で
きないかの質問、要望があったと思うが、上毛町と中津市の事業
者なども入る公共交通会議によって決まると説明を受けたが、そ
の後この話は出ていますか。

答  弁 	総務課長
　去年は、地域公共交通会議が開催されませんでした。機会がな
く、その話は今のところありません。

質  疑 	岸本委員
	 築上東部乗合タクシーと町内巡回バスの運行（利用）状況を知り
たい。

答  弁 	総務課長
	 築上東部乗り合いタクシーが、平成28年度は１万６,９２０人
で、町内巡回バスにつきましては、平成28年度は８,７３０人で
す。

質  疑 	山本委員
	 町内巡回バスは、今年10月から運行が変更になるが、今回も日曜
日の運行はしないのですか。

答  弁 	総務課長
	 日曜日の運行は今回もしないことにいたしました。
質  疑 	山本委員
	 待合所は、真夏や降雨時の対策も必要ではないですか。
答  弁 	総務課長
	 今回、ベンチの設置ができる所はします。屋根を新たに設置する
のは２カ所だけでございます。

質  疑 	岸本委員
	 民間の土地を貸してもらえるような努力はしたのですか。
答  弁 	総務課長
	 検討いたしました。民間の方でも、やはりそこ自体に停留所があ
るのが嫌だとおっしゃる方もいらっしゃいました。

質  疑 	梅津委員
・吉富町の犯罪等の発生状況を聞きます。
・本町に暴力団事務所がありますか。
答  弁 	総務課長
・だんだん減っているというような印象だったように思います。
・事務所があるとは聞いたことがありません。
質  疑 	山本委員
	 まち･ひと･しごと創生事業の成果について説明を求めます。
答  弁 	産業建設課長
	 チャレンジショップは、２店舗、たこ焼き店では、１日平均２万
円程度の売り上げがあるようです。マルシェは、盛況の状況にあ
ります。創業支援スクールは、参加者が17名、実際に創業した方
はいませんが、２名は、具体的な創業を進めていると聞いていま
す。

答  弁 	企画財政課長
	 女子集客のまちづくりマーケティング調査業務委託では、空き家
等の店舗活用の可能性、潜在起業家に対するニーズ、近隣商圏に
対する人の流れ調査などを行い、今後のまちづくりのための基礎
資料としての計画案をまとめたものです。

　女子集客のまちづくり運営組織づくり支援業務委託は、モデルプ
ランの作成や将来のまちづくり会社を構成する人材の育成を行っ
ており、委託会社、マインドシェアと人材を探して育成をしてい
る段階です。

質  疑 	山本委員
	 絵本カーニバルは継続していくのですか。フォーユー会館には図
書室、子育て環境では子育て支援センターがあるが、そういうと
ころで通常から何かする予定はないのですか。

答  弁 	企画財政課長
	 定期開催か、何年かおきの開催になるかは、今後の検討かと思い
ますが、この事業についても広げていきたいと思っています。

質  疑 	岸本委員
	 町内には読み聞かせの方々もおり、読書推進活動などで図書館づ
くりに向けた方向性は考えられませんか。

答  弁 	企画財政課長
	 絵本を通しての触れ合いは、親と子の触れ合いに発展していく機
会づくりであり、図書館の設置とは別にやっていきたいと思って
います。

質  疑 	山本委員
	 地方加速化交付金、推進交付金をもとにする事業だが、交付金が
なくなった後も単費で続けるのですか。

答  弁 	企画財政課長
	 加速化交付金から推進交付金と次の段階になっていますが、５年
の計画を組んでいます。それが終わった段階で、交付金事業はな
くなります。交付金がなくなった場合は、まちづくり会社が自走
していって、そこにずっと事業を残すことを目標としていますの
で、交付金は終わってもこの事業は続きます。

質  疑 	山本委員
	 放課後児童クラブ送迎支援委託は、団体との契約ですか。今はど
うなっているのですか。

答  弁 	健康福祉課長
	 28年度は、防犯組合の会長名で契約をしており、29年度は、個人
で契約をしております。

質  疑 	山本委員
	 界木地区ほ場整備調査設計業務委託料の総㎡数はいくらを予定し
ていましたか。何筆で、一枚当たり何㎡を予定した設計ですか。

答  弁 	産業建設課長
	 対象面積は６ヘクタールでございます。筆の数は、ちょっと私今
わかりませんが、ほ場整備をするに当たっては、基本の１枚当た
りの面積は３，０００平米を基準としています。

質  疑 	岸本委員
	 道路新設改良費の工事費には幸子村中道路の分も入っていると思

決算特別委員会経過
（花畑委員長） ９/14開催
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うが、壁（ブロック塀）も入っているのですか。
　予算化の段階では28年度に附帯工事をする予定ではなかったです
か。分けた場合の金額は多くなったのですか。

答  弁 	産業建設課長
	 ブロック塀、木の移設等については、入っていません。29年度の
工事で実施しました。

　道路工事に当たりまして、事前に地権者の方とお話をさせていた
だいた中で、色々と条件がつきました。まず、道路を優先して、
その結果、附帯するブロック塀等については、年度内には完了は
しないが、次年度で復旧させていただくということで、御理解い
ただきました。

　別途契約はしたのですが、本体工事とブロック塀等の復旧工事の
分を合算した経費を算出して、道路分の工事費を差し引いた分が
契約金額となりますので、経費的には比較的安くできています。

質  疑 	山本委員
	 町道用地買収費の不用額の説明と実施個所に不動産鑑定をした部
分がありますか。

答  弁 	産業建設課長
	 土屋居屋敷線の買収に係る予算が、地権者の住宅計画が定まら
ず、28年度に買収ができなかったということです。買収の単価に
つきましては、議会で承認をいただいています。宅地２万円、農
地１万５千円、山林１万円です。

質  疑 	是石委員
	 公園費の測量はどういうものをしたのですか。
答  弁 	産業建設課長
	 天仲寺公園の再整備を視野に入れて、現状の地形や地盤の調査を
１件した業務委託であります。

質  疑 	是石委員
	 住宅建設費の山王団地変更住宅性能評価申請業務委託料は、２級
から３級に上げてもらうための評価を変更するための委託料とい
うことだが、上がったらどうなるのですか。最初の評価が間違っ
ていたのですか。

答  弁 	健康福祉課長
	 国が示す公営住宅は、等級、３級です。もし会計検査が入った場
合、指摘されるおそれがありますので、直ちにこれを修正して、
正しい評価をしてもらいました。

　当初、評価書をもらったとき、私どもがきちっと精査すればよ
かったんですが、等級２で、等級はついていますので、ちょっと
見落としたということもあります。そのときに指摘すれば何の問
題もなかったと思います。

質  疑 	梅津委員
	 災害対策費の木造用耐震診断助成が不用額に上がっているが、啓
発不足と考えていますか。住民の意識が低いと考えていますか。

答  弁 	総務課長
	 町としては、十分ではないかもしれないんですが、啓発はしてい
るところです。住民の方の意識は、住民の方の考えです。私のほ
うからは余り言えません。

質  疑 	梅津委員
	 子ども会育成連絡協議会の加入団体等増減はありませんか。減っ
ていることをどのように考えていますか。

答  弁 	教務課長
	 平成28年度ということで、対前年に比べ１地区減って９地区、人
数については、27年度１３５名、28年度当初の加入で、１１７名
ということで、18名ほど減っています。

質  疑 	是石委員
	 図書購入費で、本の購入はどこで決定するのですか。展示を時々
換えたり、特集を組むなどしていますか。活性化する方法は何か
考えていますか。

答  弁 	教務課長
	 特集等については、広報の10月では読書週間でもあり、図書の司
書がお勧めのものを載せたり、配架の並べ方につきましても、今
の時代に合った、その月々に特色のあるものの配架の仕方を考え
て展示、並べてというような工夫は、図書整理員、図書司書の２
人でやっていただいています。

質  疑 	岸本委員
	 蔵書数は何冊ですか。

答  弁 	教務課長
	 28年度末で３万６,１６７冊あります。
質  疑 	是石委員
　文化財の町の指定はどこで決めるのですか。５、６年前から現在
までに文化財保護委員会に諮問したことがありますか。

　藩界石は直江のお宮に保存されているものもあるが、吉富の文化
財に指定されていますか。

答  弁 	教務課長
	 26年度からその会議に出席していますが、新たに町の指定になっ
たものはありません。

　藩界石は、今言われた神社の中と、もう一つ、界木の民家のお宅
にあり、神社にあるものについては、指定されています。

質  疑 	山本委員
	 フォーユー会館に不審者が出たので防犯カメラを設置したという
ことだが、カメラの映像に関しての管理者、取扱者は誰ですか。
設置後の犯罪等はどうなっていますか。

答  弁 	教務課長
	 教務課長が管理者ということで定めています。防犯カメラを設置
し、防犯カメラ作動中というような表示もしています。その辺の
抑止力も働いて、特にその後は、そういったことは起きていませ
ん。

質  疑 	山本委員
	 公債費の推移はどうなっていますか。
答  弁 	企画財政課長
	 昨今、起債を使った事業を積極的に行っている関係上、起債の償
還額も増えてきています。元金についても起債を借りているわけ
ですから、元金についても増えてきており、増加傾向にあるとい
うことは言えると思います。

　実質収支に関する調書の質疑
質  疑 	太田委員
	 基金の繰り入れを入れると基金の積み立てがどれくらいになりま
すか。基金の繰り入れを１億２千万円にした根拠は何ですか。

答  弁 	企画財政課長
	 財政調整基金については、28年度末の残が約10億４千万円で、そ
れに１億２千万円が今回組まれ、約11億６千万円ぐらいになりま
す。ただ、既に29年度の予算の編成する段階で、財政調整基金を
取り崩して財源としており、実際は９億５千万円ぐらいの金額に
なっているところです。

　実質収支額の２分の１を超えない額を基金として積むように法で
決められていますので、ちょうどきれいな額として１億２千万円
にしました。

　財産に関する調書の質疑
質  疑 	山本委員
	 歳入歳出外現金、住宅敷金について、これは何件分ですか。新し
く建っている住宅は、幾らを設定しているのですか。山王団地の
人たちはどうなるのですか。

答  弁 	健康福祉課長
	 １１２戸分です。別府団地の家賃については、まだ算定はしてい
ません。山王団地の方の分は、前の住宅使用料が基準となりま
す。

意  見 	岸本委員
	 自衛隊関連予算、学力テストの予算、別府住宅の住宅建設に関し
て、予算に対しては、身の丈に合ったものを建てるべきと反対し
たが、そのまま執行されているので、反対します。不用額の問題
は、予算の段階での精査、補正をかけて減額すべきではないかと
指摘します。

意  見 	山本委員
	 今年度、２億９,６００万円余っている形をみせる、財調に
１億２,０００万円持っていく、翌年度は始まってすぐ取り崩し
て使っている。自転車操業と言わずなんというのか。この形であ
れば数字上は２億９,６００万円の黒字、財政収支率の上では黒
字です。そういう傾向で町の財政を運営していることに大変危機
をおぼえているので、今回の決算に賛成することはできません。
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問 現在までの見直し検討の
進捗状況についておたず

ねします。

答 健康福祉課長
平成24年度から地域包括

支援センターが各市町に設置さ
れています。当町の在宅介護支
援センターの今後については、

慎重に検討しています。

問 地域包括ケア支援促進のためには、医療、介護、
住まい、生活支援、介護予防等の分野で様々な取

り組みのより一層の充実を図ることになると思うが、現
在の取り組みから、どのように内容の見直しを検討して
いるのですか。

答 健康福祉課長
医療・介護、介護予防、住まい及び自立した日常

生活の支援が包括的に確保される体制を、平成30年度か
ら本格的に稼働します。

問 町長は吉富町の地域包括ケアシステムをどう考え
ていますか。

答 町長
団塊の世代の皆様が、7 5歳の年齢に達する

２０２５年に向け、平成30年度に確固たる地域包括ケア
システムの確立をしたいと考えています。

町道草刈委託員による町道の草刈施工の
安全管理について

問 現在、行っている町道草刈り委託員による町道の
草刈り施工の安全管理確保をどのように考慮して

いますか。

答 産業建設課長
除草作業は、２人での作業とし、1人が草刈り機、

１人がコンパネによる小石等の飛散防止対策を徹底する
ことにしています。

問 ２名の町道草刈り委託員により日々除草管理を適
正にしていますが、作業中、通行している（学生

の通学など）ところの施工は、小石が飛び散り、大変危
険だと思います。この草刈りを行うにあたり、補助員を
配置し、より一層の道路安全管理が必要ではないかと思
います。

答 産業建設課長
小石等の飛散によって、車のガラス等を割るよう

な事例は過去ありましたが、それ以外に大きな事故はあ
りません。今後も２名体制で安全確保をするように徹底
し、増員等は考えていません。

パソコン教室備品の購入事業について

問 購入事業の進捗状況の説明を求めます。

答 教務課長
今回整備しましたタブレットパソコン90台のほか、

周辺機器等の納品確認、動作確認も含めて、8月25日に完
了をしております。

問 近隣の小学校で導入実績のある学校があるのか。
そういった実際の授業の様子を見学行くことを考

えていませんか。

答 教務課
ＩＣＴ機器を使った研究会もあります。先生方に

は、そういう研究会に参加してもらうことを校長を通じ
て指示しています。

意 学校現場で活用の充実を図っていただき、吉富小学校の
児童が情報化社会の中で充分対応できるような人材に

育っていくよう、教育をしていただくようお願いします。

界木地区の圃場整備
について

問 ９月現在まで、現地は雑
草が生い茂っています。

なぜ管理しないのですか。稲作
がされないと農家の収入減にな
るが、休耕田等の補償はないの
ですか。

答 産業建設課長
農地管理は其々の農家が

管理するものです。工事区間中の圃場整備区域内農地の補
償はありません。

問 雑草は、会社の経費で会社が個人的にやってくれと
いうことですか。

答 産業建設課長
草が生えている場合は受注業者が責任をもって表土

を剥ぐ前に除草します。

問 環境担当として、放ったらかしても問題はないので
すか。

答 住民課長
周辺住民の方から苦情等は出ていませんので、別段

問題はなかったと思います。

意 苦情がなければ放置もかまわないのですね。

小犬丸村中防災道路について

問 延長道路計画は現在進行中なのか尋ねます。

答 産業建設課長
次の路線計画については、計画策定は、小犬丸下

区住民の皆様にも御意見を伺う必要があると考えています。
来年度に具体的な計画案を示すことはありません。

意 この土地は、買収に不動産鑑定を入れました。防災
道路は県道に連結されてこそ、意味があると思いま

す。思いつきの道路ではないことをお示しいただいて、計
画を示されるように願います。

全国学力テストの分析について

問 学力テスト分析について調査結果をどのように取り
扱うのか、教育長の分析とあわせてお示しください。

丸谷 一秋 議員

是石 利彦 議員

在宅介護支援センター運営
事業の見直し内容について

↑
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山本 定生 議員

航路の保全･管理について

問 吉富漁港を利用する漁船や、
遊漁船などが浚渫（しゅ

んせつ）を行わないことで土砂が
溜まって航路が使えない、今回
（7月5日の九州北部豪雨により
山国川河口部に土砂が堆積）はど
うされているのか。

答 産業建設課長
過去には、航路に堆積し、

通行しづらい状況になったときは浚渫をしています。
今回は、漁協との協力関係が構築されてはじめて、浚渫を検
討しなければならないと考えています。

問 中津市の小祝側はどうしているのか。航路とは町有財
産であり、町民共有の生活動線ではないか。速やか

な浚渫を行う必要が町の責務ではなのですか。

答 産業建設課長
中津市は、県営の漁港であり県が浚渫しています。

今回、航路が航行できなく、町としても浚渫は必要という認
識に変わりはありません。
ただ、浚渫に概算で２億５,０００万円ほど掛かり、財源等
も検討しなければならないこともあり、今年度の浚渫はしな
いという判断に至っています。

答 町長
浚渫の要望に関して、吉富漁港は私ども町の施設で

ありますが、それを利用する漁民代表の漁業協同組合代表理
事組合長が私ども職員に対して、常日ごろから脅迫めいた言
葉や行動が見られ、先日は役場庁舎内で担当者や課長を強迫
するような言葉を発し、日ごろから暴力的なことで自分たち
の要望を実現させようというようなことが多々あり、そうい

う組織とは、私どもは一切交渉いたしません。いかなる理由
があろうが、漁業振興に関しては、今現在前向きにすること
は考えていません。航路の浚渫についても、漁業協同組合の
役員さんが一掃され、本当に民主的な漁業協同組合に生まれ
変わらなければ、私どもは漁民の皆さんが大変不幸だと考え
ています。その考えは、福岡県の水産局にもお伝えし、御理
解もいただいています。議員さん方がどのような思いで発言
をされているのか、私はわかりませんが、漁業協同組合が本
当に民主的な運営組織に変われるように、議員さんの御指導
をお願いいたしたいところです。

問 県や国に対して航路浚渫の補助申請、交渉は行ったの
か。財源はなかったのか。受益者負担をどれぐらい

を見ているのか。この時こそ漁業振興基金を使うべきでは。
しかし、今議会ではトイレをつくるためにこの基金を使う、
本末転倒ではないか。

答 産業建設課長
国への申請はしていません。漁業振興基金は、将来、

漁港内に漁具倉庫、または水産加工施設等々を設置する際の
基金として確保しておきたいことから、浚渫には使わないと
判断しています。今回トイレ設置については、漁港区域内に
設置することで、漁港振興にあたるのかは、人それぞれ判断
の違いはありますが、町としてはその基金を使って漁港区域
内の漁業振興に寄与したいと判断しました。

意 基金の使途には、目的があり、本来そこに従事する
方々にとって必要なものに使うべきだと思います。

後世に残すべきものが基金であり、それを現生の人間たちが
好きなように使っていいものではありません。そのことを十
分踏まえた上で行政運営をしてほしいと願います。

※上記質問のほか、「災害及びミサイル攻撃による避難につ
いて」、「町職員の勤務実態について」の質問をしました。

答 教育長
全国学力学習状況調査の結果、吉富小学校は、国

語・算数ともに、全国平均に比べ、少し低い状況です。特
に、知識を活用する問題の正答率が低い傾向が見られます。
課題を克服するには、学校が自校の課題を分析し、組織と
して授業等にどのような方策をとるのかを明確にし、検証
改善サイクルを確立することが、最も大切なことと考えて
います。教育委員会としては、課題提示のあり方や、思考
を促す場の設定など、具体的な授業改善の情報提供や、指
導を行いたいと考えています。

問 新聞報道では、自分自身を認めている子供ほど平均
正答率も上位にあると、政府の教育再生実行委員会

は、「自己肯定感の向上」を掲げています。お考えをお尋
ねします。

答 教育長
今回の調査で吉富小学校の児童に関しては自己肯定

感と正答率との相関は見られませんでした。生活習慣、学
校の出来事、将来のこと等家族との会話やふれあい、学校
の決まりを守る。いじめはどんな理由があってもいけない
と思う規範意識、さらには、家庭学習の時間などとの相関
が非常に高くなっている状況でした。 自己肯定感の向上
は、意欲ややる気を引き出し、自分の存在価値を認識する
という意味で、非常に大切なことです。日々の授業の中で、

子供一人ひとりの自己肯定感を高めることです。年齢や世
代を越えた多くの方と交流すること、さまざまな体験活動
を充実させること等が大切です。学校はもとより、町全体
が、子供の自己肯定感を高める環境となることが大切です。
今年度からスタートした、学校運営協議会等のお力もお借
りして、学校と地域が一体になって、子供の自己肯定感を
高めるべく、支援をしたいと考えています。

問 幾つか考えられる課題のうち、教員の指導力、政
策・施策はありますか。

答 教育長
町学力アップ推進事業を展開しています。本年度

は、夏季休業中に、小中学校の教員の全員研修の場を持ち、
全国学力学習状況調査問題の作成と、分析の中心的役割を
担った、福岡教育大学の磯部先生をお招きし、今求められ
ている学力とは何か、学力を高める授業づくり等について、
講演していただきました。また、指導力を鍛えるべく、６
月より吉富教師塾を開設、現場の管理職や実践者、京築教
育事務所の指導主事等を講師として、年10回開く予定です。

※上記質問の他に次のような質問をしています。
・圃場整備のメリット、デメリット
・圃場整備の現在から完成までのスケジュールについて
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安心安全な町創りにつ
いて問う！

問 新たな山国川水系洪水浸
水想定図はどのように

なっていますか。

答 総務課長
これまでの１００年に一

度の確率における浸水想定では、
吉富町は、山国川の水位上昇によ
る想定はないとされていましたが、

今回は、23万年に一度という確率の悪条件が重なった状態で
の浸水想定となっており、９時間で５２８ミリの雨が下唐原
水位観測所付近に降るという想定です。この条件下では、山
国川に接する地域のほとんどが浸水し、吉富町も、町域５.72
㎢のうち、45％にも上る２.６㎢が浸水する想定となっており、
役場庁舎の浸水深は４ｍと想定をされています。

問 どのように新たな想定図を周知、啓発するのですか。

答 総務課長
山国川の浸水想定を受けて、佐井川においても、福

岡県が想定最大規模の降雨による新たな浸水想定を行って
います。その結果が出た後に、山国川と佐井川の浸水想定
を重ねたハザードマップを作成したいと思っています。

問 防災、避難訓練等でどのように新たな想定図に即し
た訓練を行いますか。

答 総務課長
今後、国や県、近隣市町村等との協議の上で検討し

ます。

自転車の活用による町づくりを提案する！

問 町として、自転車の活用についてどのようにお考え
ですか。

答 総務課長
本町は医療機関、商業施設、学校、その他公共施設が

集約されたコンパクトな町です。通学、通院や買い物などの
日常生活における交通手段として、自転車の活用は有効であ
ると考えています。国においても、本年５月１日に、自転車
活用推進法が施行され、自転車の活用を総合的かつ計画的に
推進することとしており、自転車の活用の推進に関し講ずべ
き必要な措置を定めた自転車活用推進計画の策定を進めてい
ます。現在、町内では、生活道路や通学路での歩行者や自転

北部九州豪雨にかかわる
災害復旧としての吉富漁
港航路の浚渫について

問 吉富漁港航路の状況をど
のように認識しています

か。

答 産業建設課長
漁港航路は山国川を横断

するという構造上、日常的に堆
積しやすい状況にある上、７月

上旬の豪雨で埋塞している。漁船等の航行に不便である上、
漁業者にとっては死活問題と承知しています。

問 浚渫に向けた漁協との協議は出来ていますか。

答 産業建設課長
浚渫にあたって、費用負担の検討と許可のないコ

ンテナの撤去、浮桟橋の適正な利用を漁協に提起しました。
その際庁舎内で脅迫めいた発言を受け、暴力的発言、脅迫
的組織と一緒に仕事はできないと判断し、浚渫はしばらく
しないつもりです。

問 漁協と話し合ってよりよい関係にしていくことは大
切だ。一方、航路は地上で言えば道路であり、漁業

関係者だけにとどまらない。安全性の点からも、浚渫は町
の責務であり、怠慢は許されないのではないですか。

答 町長
漁港は漁業者のために設置しています。漁協が「暴

力的」組織である以上、漁港に関する交渉はしません。

部落差別解消推進法に関する町の対応
について

問 人権侵害と新たな障壁をつくり、差別解消に逆行す
るとの批判がある部落差別解消推進法が成立。これ

を受けて町はどのように対応するのですか。また他団体が
「人権部落問題に関する住民意識調査」を行っているが、
調査協力を求められた場合、どうするのですか。

答 住民課長
本町では、同和問題も人権問題としてとらえ、本

町の実情に応じた取り組みを行うこととし、すべての同和
問題対策組織から脱退しました。今後も同様の体制で教育
や啓発活動に取り組みます。「住民意識調査」については、
現時点で行う予定はありません。

高校生までの医療費の無料化について

問 高校生までを補助の対象とした場合、財源はいくら
かかりますか。

答 健康福祉課長
約５００万円程度かかります。

問 決算の状況から見ても出来ない額ではない、実施す
べきではないですか。

答 健康福祉課長
現在は、その考えはありません。今後国、県の動向

を見て行きたいと思います。

学童保育料の減免について

問 県の低所得者補助制度が４月からスタートしたが、
本町はどのように対応していますか。

答 健康福祉課長
生活保護世帯、市町村民税非課税世帯に対する補助

を４月に遡って実施しています。

意 子育て支援対策としては多子世帯への補助も必要で
はないでしょうか。

※他に就学援助制度における入学準備金の入学前支給につ
いて質問しました。

↑

岸本加代子 議員

梅津 義信 議員
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漁業振興について

問 過去の漁獲量の推移は？

答 産業建設課長
減少が大きいのはアサリ

で、平成12年３,０００トン、13
年３,２００トンが14年は６４７
トンに減少、以降27年までに、
年間十数トンまで減少。クルマ
エビ、ガザミ等は、放流事業の

効果からか１００トン～３００トンで推移しています。

問 アサリは特に減っているが原因は？

答 産業建設課長
ナルトビエイの食害やそれ以外にも要因があり特定

できていません。ただ一昨年から、かぐや方式やネット方
式でアサリの稚貝を採取、成長させ放流する事業も進めて
います。

問 魚種別に増えているのは？

答 産業建設課長
放流事業等の効果もあり、クルマエビ、ヨシエビ等

は増えています。

問 現在行っている漁業振興策は？

答 産業建設課長
今年度は港内の浮き桟橋の改修、継続的にクルマエ

ビ、ヨシエビ、ガザミ等の放流、アサリ資源復活の為の放
流事業をしています。

問 特に後継者育成に関しての施策は？

答 産業建設課長
国において就業準備段階における資金の支援、漁業

の就業情報等の提供、漁業の就業準備講習会や就業相談会
の開催、就業に必要な実務研修等を通じ、新規就業者育成
支援事業をしています。

問 全体の水揚げ量の推移は？

答 産業建設課長
平成13年度で３億９,０００万円が、27年度は４,

８００万円と大幅に減少しています。

問 直売所等を建設する考えは？

答 産業建設課長
漁港内の荷さばき所で、漁獲したものを提供しては

と提案しています。それが実現し、規模が大きくなり直売所
が必要となれば、町として検討する必要があると思います。

意 将来の吉富町の漁業を守る為にいろいろ考えていた
だきたいと思います。

吉富町の奨学金制度について

問 過去の利用状況は？

答 教務課長
新規・継続貸付け合わせて、平成25年度大学生等

31名、高校生３名、計34名。26年度大学生等30名、高校生
５名、計35名。27年度大学生等31名、高校生２名、計33名。
28年度大学生等33名、高校生３名計36名。今年度大学生等
のみ22名。内、新規の貸付けは25年度から28年度まで毎年
10人前後で今年度は３名です。

問 返済開始時期の延期や返済期間の延長、給付型等の
奨学金はお考えか？

答 教務課長
今のところ現行制度のままで、給付型の奨学金も考

えていません。

問 昨年末から給付型の奨学金は国策としても取り上げ
られるようになり、町も給付型の奨学金制度を含む、

新しい形で町をPRして次の世代をつくることが大事だと
思います。今後の計画は？

答 教務課長
現制度の中で自ら希望して高校、大学等へ進学する

子供達が安心して学業に専念できるよう現奨学金の制度を
安定的、継続的に実行することが第一と考えています。

車の安全な交通を確保するため、平成25年11月に吉富小学校
及び吉富駅周辺地区がゾーン30区域として指定されています。
このように自転車の活用を推進するためには、自転車等事故
対策として、町内各地域において、安心して通行できる道路
空間の整備のほか、駐輪場の整備、放置自転車対策、自転車
利用ルールの周知、啓発によるマナーの向上など、総合的な
自転車利用環境の整備が必要となります。今後自転車の活用
を検討するに当たり、住みよいまちづくりの取り組みとして、
関係部署と連携して協議を行いたいと思っています。

問 高齢者の運転免許証自主返納支援として、自転車
（三輪車を含む）購入費補助を提案する。

答 総務課長
自動車の運転と同様に、交通に危険性を伴いますの

で、危険の察知や回避など安全運転に細心の注意を払って
いただく必要があり、自転車の購入補助は考えていません。

問 公共施設の駐輪場の確保整備についてどのようにお
考えですか。特に、現役場庁舎には、喫煙所はあっ

ても、来庁者への駐輪場はない。

答 総務課長
２つあった駐輪場の一つを駐輪場兼喫煙所としています。

問 喫煙所という表記はあるけど、駐輪場という案内を
していますか。

答 総務課長
駐輪場と表示をしたいと思います。

問 ぜひ自転車の駐輪場を役場庁舎増築後考えていただ
きたい。

答 総務課長
今後、増改築工事の完成にあわせて検討したいと思

います。

意 その他の公共施設についても、駐輪場の確保について
は、自転車の活用促進からも、ぜひ本庁舎やその施

設から近いところに、駐輪しやすいような御配慮を願いたい。

中家 章智 議員




